
 

暑熱順化には 

ことが求められ、暑熱順化の有無が、熱中症の発症リスクに大きく影響しますので、計画的に暑熱順

化期間を設けてください。 

お盆期間中、長期の休暇を取られた方も多いのではないかと思います。中には 9 日間の大型連休を取られ

た方もいらっしゃるのではないでしょうか？ 

お盆期間前半は気温も落ち着きましたが、一方で、8 月後半は猛烈な残暑になる予想で、予報では気温 30

度を超える日が続いており、まだまだ熱中症対策が必要な期間が続きます。 

熱中症対策の一つとして、「暑熱順化」というものは

ご存じですか？ 

暑熱順化とは、 

 

 

ことをいい、暑さに慣れると、早く汗が出るように

なり、体温の上昇を食い止められます。 

しかし、数日間でも暑い作業から離れると慣れの効

果はなくなると言われており、 

 

※厚生労働省リーフレット「自分でできる７つのこと」より 

特に長期休暇あけの人は          です。 要注意 

また、日常生活の中で、無理のない範囲で汗をかくようにしましょう。 

※厚生労働省パンフレット「～職場における～熱中症予防基本対策のススメ」より 

管理者の方は、積極的に職場を巡視する等により、体調不良者の早期発見に努めてください。 
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身体が暑さに慣れる 

熱中症対策について、 

詳しくはこちら ⇒ 

https://www.mhlw.go.jp/content/11303000/001259191.pdf
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